
浜松市特定共同住宅制度実施要綱 

第１章 総則 

（趣旨） 

第１条 この要綱は、受水槽以下の設備により給水を受ける共同住宅において、水道メー

ターの個別検針並びに水道料金、下水道使用料及び下水道利用料金(以下「水道料金等」

という。)の個別徴収を実施する場合（以下「特定共同住宅制度」という。）の取り扱い

に関し、必要な事項を定める。 

（定義） 

第２条 この要綱において、次に掲げる用語の意義は、当該各号に定めるところによる。 

 (1)  特定共同住宅 受水槽以下の設備により給水を受ける建物のうち使用目的が専ら

居住の用に供する共同住宅で、浜松市水道事業及び下水道事業管理者（以下「管理者」

という。）が認定したものをいう。 

(2) 受水槽以下の設備 受水槽及びこれに付随する給水用具をいう。 

(3) 親メーター 受水槽の流入口に管理者が設置する水道メーターをいう。 

(4) 子メーター 受水槽以下に設置する水道メーターをいう。 

(5) 検針設備 子メーター及び集中検針盤（接続配線及び親メーターへの配線、これら

に付随する配管等を含む。）、開閉防止用止水栓等をいう。 

(6)  メーターユニット 圧着型のメーター接続金具のほかメーターの上流側に開閉防

止用止水栓、下流側に逆止弁が付属し、これらが一体的になっている金属製台座をい

う。 

(7)  所有者等 建物の所有者及び建物の区分所有等に関する法律（昭和３７年法律第 

６９号）第４７条に規定する管理組合法人をいう。 

（適用要件） 

第３条 この要綱により特定共同住宅制度の適用を受けようとするときは、次の各号に掲

げる要件を満たさなければならない。 

(1)  共通事項 

ア 子メーターは、パイプシャフト内の維持管理が容易な見やすい場所に設置されて

いること。ただし、やむを得ずパイプシャフト内に設置できない場合は、凍結防止

対策を講じるとともに、通行者の安全に配慮すること。 

イ パイプシャフトの床面は、廊下面より低くならないこととし、水平又は前面に向

け緩やかな下がり勾配とすること。廊下面より低い場合又は逆勾配の場合は是正措

置を講じること。 

ウ パイプシャフトの扉は、いつでも開扉できるようなるべく錠を取り付けないこと。

取り付ける場合は、一般的に使用されている共通の鍵が使用できる錠にすること。 

エ 子メーターには管理者が定めた番号を刻印すること。 



オ 浜松市水道事業給水条例（昭和３３年浜松市条例第１８号。以下「給水条例」と

いう。）第３９条に基づき、管理者が開閉防止用止水栓のハンドルを一時取り外し保

管した場合、異議を申し立てないこと。 

カ 検針、開閉栓等の業務を支障無く行うことができるよう万全の措置を講じること。

またオートロックマンションについては暗証番号を提示すること。 

キ 前各号に定めるもののほか、管理者が必要と認める要件を備えていること。 

(2)  集中検針盤を設置する方式の場合 

ア 子メーターに、管理者が指定する記憶装置付メーター又は電子式メーターが使用

されていること。 

イ 受水槽以下に設置されるすべての子メーターが集中検針盤により検針できるよう

設備されていること。 

ウ 親メーターについては集中検針盤により検針できるよう配管及び予備配線等が設

置されていること。 

エ 集中検針盤は、自動呼出装置付集中検針盤が設置されていること。 

オ 集中検針盤は、原則として１棟を１箇所にまとめ、１階の見やすい場所に設置さ

れていること。 

(3)   集中検針盤を設置しない方式の場合 

ア 子メーターは、メーターユニットに固定するものとし、管理者が通常使用してい

るものと同じ仕様の乾式の普通メーターが使用されていること。 

イ メーターユニットは概ね水平に設置し、床面に確実に固定すること。床面に直接

固定が困難な場合は支柱等を使用し、脱落のない方法で確実に固定すること。 

ウ スペースや配管上、どうしても固定が困難な場合は、メーターユニットを脱落の

ない方法で確実に接続し、上下流共にフレキシブル管を使用すること。 

エ 子メーターは、設置後速やかに管理者に寄附すること。 

オ 子メーターの取替え等の業務を支障なく行うことができるよう万全の措置が講じ

られていること。 

(4)   集中検針盤を設置しない方式の場合の既存建物に係る例外措置 

前号の適用とする既存建物について、管理者が、構造上、メーターユニットの取付

けができないと判断したときは、前号ア、イの規定にかかわらず、次に定めるとこ

ろによることができる。 

ア 子メーター上流側直近へ開閉防止用止水栓、下流側のなるべく近いところへ逆止

弁（メーターパッキン兼用型は除く。）を設置すること。 

 イ 子メーターの上下流のいずれかに伸縮メーター接続金具及びフレキシブル管を使 

用し、他方の子メーター直近の配管類を床面又は壁面に確実に固定すること。この 

場合において、フレキシブル管の使用が困難な場合は、上下流共に伸縮メーター金 



具を使用し、子メーター直近の両側の配管類をそれぞれ床面又は壁面に確実に固定 

すること。 

第２章 手続 

（認定等） 

第４条 この要綱により特定共同住宅の認定を受けようとするときは、所有者等は、あら

かじめ次の各号に掲げる書類を管理者に提出するものとする。 

(1)  特定共同住宅認定申請書（第１号様式）                 １通 

(2)  建物案内図                              １部 

(3)  建物平面図及び配置図                          １式 

(4)  受水槽及びパイプシャフト内等の施工予定断面図                      １式 

(5)  給水設備の系統図                                                     １式 

(6) 第３条第１項第２号に該当する場合は、検針設備の系統図                １式 

(7)  既存建物の場合は、パイプシャフト内等の現状写真                       １式 

(8)  オートロックマンションの場合は、暗証番号届出確約書（第１６号様式）   １部 

(9) 前８号に定めるもののほか、管理者が必要とする書類 

２ 管理者は、前項に基づく申請があったときは、速やかに必要な審査を行い、この要綱

に適合するものについて認定するものとする。（第２号様式） 

（契約）   

第５条 所有者等は、前条により認定された特定共同住宅について、個別検針・個別徴収

を管理者に委任しようとするときは、次の各号に掲げる書類を管理者に提出し契約を締

結しなければならない。 

(1)  工事着工前に提出する書類 

  ア 設備計画書（第３号様式）                      １部 

  イ メーター配置図（第４号様式）                    １部 

  ウ 検定期限満期により普通メーターに移行する場合は、パイプシャフト内等 

    の施工予定断面図及び現状写真                    １式 

(2)  工事完成後に提出する書類 

  ア 設備完了報告書（第５号様式）                    １部 

  イ メーター指針一覧表（第６号様式）                  １部 

  ウ 第３条第１項第２号に該当する場合は、調整完了届（第７号様式）    １部 

  エ 設備完了チェック表（第８号様式）                  １部 

  オ 建物内立入等承諾書（第１５号様式）                 １部 

  カ オートロックマンションの場合は、暗証番号届出書（第１７号様式）   １部 

  キ 水道・下水道使用開始申込書（特定）(第１８号様式)     子メーター数分 

  ク パイプシャフト内等の施工後の写真                  １式 



 (3)  完成検査後に提出する書類 

  ア 契約依頼書（第９号様式）                      １部 

  イ 契約書（第１０号様式）                       ２部 

  ウ 管理責任者選任（変更）届（第１１号様式）              １部 

  エ 認定書の写し                            １部 

(4)  第３条第１項第３号に該当する場合は、前号の書類のほか、工事完成後、浜松市公

有財産管理規則（昭和３９年浜松市規則第３０号）第１８条に準じて、子メーターの

寄附申込書（第１２号様式）を提出しなければならない。 

(5)  管理者は、前号の寄附を受納することに決定したときは、浜松市公有財産管理規則

第１８条に準じて、寄附受入書（第１３号様式）によって、その旨を当該所有者等に

通知する。 

(6)  その他、管理者が必要とする書類 

２  管理者は、前項の依頼があったときは、速やかに必要な審査を行い、この要綱に適合

するものについて契約を締結するものとする。 

第３章 使用水量及び料金 

（使用水量） 

第６条 料金の算定の基礎となる水量（以下「使用水量等」という。）は、親メーター及び

子メーターにより計量する。 

２ 子メーターに異常があるときは、給水条例第２９条及び浜松市水道事業給水条例施行

規程（昭和３３年浜松市公営企業局管理規程第２号）第２０条及び浜松市下水道条例（昭

和３７年浜松市条例第２１号）第１６条の規定に基づき使用水量等を認定するものとす

る。 

（水道料金の算定及び徴収） 

第７条 水道料金等は、給水条例第２６条、浜松市下水道条例第１４条及び第３１条の規

定に基づき、子メーターにより計量した使用水量と子メーターの口径により算定し、子

メーターの使用者から徴収する。ただし、親メーターの水量と子メーターの水量の合計

との間に差が生じたときは、所有者等がこれに応じた料金を負担するものとする。 

（水道料金等の納付方法） 

第８条 子メーターの使用者は、前条の水道料金等を口座振替により、浜松市上下水道部

会計規程（昭和６３年浜松市水道部管理規程第５号）第７条により指定した浜松市上下

水道部出納取扱金融機関又は浜松市上下水道部収納取扱金融機関から納付するものとす

る。 



第４章 所有者等及び管理責任者の責務 

（管理責任者の選任） 

第９条 所有者等は、この要綱に基づく義務を円滑に履行するため、管理責任者を選任し

なければならない。 

２ 管理責任者は、この要綱に基づく義務を誠実に履行しなければならない。 

（検針設備の維持管理）                  

第１０条 所有者等及び管理責任者は、検針設備の良好な維持管理に努めるとともに異常

を知ったときは、ただちに修繕、取替え又は管理者へ連絡する等、適切な措置を講じな

ければならない。 

２ 所有者等及び管理責任者は、計量法（平成４年法律第５１号）を遵守し、８年以内ご

とに子メーターを更新しなければならない。ただし、第３条第１項第３号に該当する場

合は、この限りでない。 

３ 所有者等及び管理責任者は、検針方法の変更等やむを得ない事情により管理者から検

針設備の取替え等を求められたときは、速やかに必要な措置を講じなければならない。 

（維持管理費用等の負担） 

第１１条 第３条及び前条に要する費用は、すべて所有者等の負担とする。 

（届出） 

第１２条 所有者等又は管理責任者は、次の各号のいずれかに該当するときは、速やかに

管理者に届け出なければならない。 

(1)  所有者等又は管理責任者に変更があったとき。 

（給水装置所有者変更届・第１１号様式） 

(2)  第４条第１項第４号から第６号の内容を変更するとき。（第３号様式・第５号様式） 

(3)  受水槽又は高置槽の清掃をするとき。                      （第１４号様式） 

(4)  第４条第１項第３号の配置を変更するとき。            （建物平面図及び配置図） 

(5)  暗証番号等の変更があったとき。                              （第１７号様式） 

(6)  前各号に定めるもののほか、管理者が必要と認めるとき。 

（協力の義務） 

第１３条 所有者等及び管理責任者は、特定共同住宅制度が円滑に実施できるよう常に管

理者に協力しなければならない。 

２ 前項により協力すべき事項の主なものは、おおむね次のとおりとする。 

(1)  水道の使用開始及び中止の連絡に関すること。 

(2)  使用者の退去に伴う料金の精算に関すること。 

(3)  使用者の間で発生した紛争の解決に関すること。 

(4)  前３号に定めるもののほか、業務の円滑な実施に必要な事項 



（関係者への周知） 

第１４条 所有者等及び管理責任者は、この要綱に定める事項について、関係者に周知徹

底しなければならない。 

第５章 その他 

（認定の取消し等） 

第１５条 管理者は、所有者等又は管理責任者がこの要綱に違反したときは、認定を取り

消し又は契約を解除することができる。 

２ 前項の規定に基づく認定の取消し又は契約の解除により損害が生じても管理者は、そ

の責を負わない。 

（その他） 

第１６条 この要綱に定めのない事項及びこの要綱の施行に関し必要な事項は、その都度

管理者が定める。 

附○則 

（施行日） 

１ この要綱は、平成１６年１月１日から施行する。 

（旧基準の廃止） 

２ 「特定共同住宅における水道メーターの個別検針及び水道料金の個別徴収に関する特

別措置基準」（平成２年４月１日施行）は、廃止する。 

（経過措置） 

３ 「特定共同住宅における水道メーターの個別検針及び水道料金の個別徴収に関する特

別措置基準」により認定を受けた特定共同住宅については、この要綱により認定を受け

たものと見なす。                   

ただし、第３条第１項第３号への変更を希望する場合は、新たに手続きを行わなけれ

ばならない。この場合において、同号の要件を満たすことが困難なときは、同項第４号

によりこれに代えることができるものとし、さらにそれも困難な場合は、管理者が認め

た場合に限り第４号イの要件を免除する。

   附 則 

  この要綱は、平成１８年１２月１日から施行する。 

附 則 

  この要綱は、平成２１年４月１日から施行する。 

   附 則 

  この要綱は、平成２２年４月１日から施行する。 

附 則 

  この要綱は、令和２年３月１日から施行する。 

   附 則 

  この要綱は、令和３年４月１日から施行する。



第１号様式（第４条関係） 

特定共同住宅認定申請書 

下記の共同住宅を特定共同住宅として認定していただきたく、関係書類を添えて申請し

ます。 

記 

完成予定年月日 年    月    日 

建
物

所在地  

名称  棟名  

オートロック 有・無 階数 階建て 戸数 戸

設
備

メ
ー
タ
ー

所有者設備 
住宅用   個 

散水栓等  個  計  個 

上下水道部

設備 

店舗・事務所等  個  直圧散水栓等  個 

親メーター    個       計  個 

方式 普通メーター方式  ・  集中検針盤方式 

施
工
業
者
名

住所  

設備施工業者名 （担当者名    ）

ＴＥＬ  

添付書類 (1) 建物案内図（住宅地図に表示） 

(2) 建物平面図及び配置図（配管経路、受水槽及びメーター位置を記載） 

(3) 受水槽及びパイプシャフト内等の施工予定断面図 

(4) 給水設備の系統図（受水槽以降の配管） 

(5) 検針設備の系統図（集中検針盤等）※ 集中検針盤方式のみ提出 

(6) パイプシャフト内等の現状写真 ※ 既存建物のみ提出 

(7) 暗証番号届出確約書（第１６号様式）※オートロックマンションのみ提出 

年   月   日 

（あて先） 浜松市水道事業及び下水道事業管理者 

所有者  住 所 

氏 名 

 （署名又は記名押印をしてください） 

連絡先 

審査結果 認定番号 

１．合 格 

２．不合格 
第   号 



第２号様式（第４条関係） 

第    号 

認定書 

年  月  日付にて申請のありました下記の共同住宅を特定共同住宅として

認定します。 

記 

所 在 地 

建 物 名 

棟   名 

設 備 方 式 

認 定 番 号 第   号 

年   月   日 

様 

浜松市水道事業及び下水道事業管理者 印 



第３号様式（第５条・第１２条関係） 

設備計画書 

所在地  

建物名  棟名 

オートロック 有 ・ 無 認定番号 第  号

工事名 （新規・更新） 

工事予定期間  年  月  日 から   年  月  日 

施
工
業
者
名

住所 

設備施工業者名 （担当者名     ） 

ＴＥＬ 

設備の概要 

水
道
メ
ー
タ
ー

メーカー  口径  

種類 普通式・電子式・記憶装置式・その他（   ） 

所有者設備 
住 宅 用  個（  ㎜） 

散水栓等  個（  ㎜）  計  個 

普通メーター方式 集中検針盤方式 

メ
ー
タ
ー
ユ
ニ
ッ
ト

メーカー  集
中
検
針
盤

メーカー  

種類  種類  

形式番号  形式番号  

配管・その他  

添付書類 (1) メーター配置図（第４号様式） 

(2) パイプシャフト内等の施工予定断面図及び現状写真 

※(2)は検定期限満期により普通メーターに移行する場合のみ提出 

年   月   日 

（あて先） 浜松市水道事業及び下水道事業管理者 

所有者  住 所 

氏 名 

 （署名又は記名押印をしてください） 

連絡先 



第４号様式（第５条関係） 

メーター配置図 

所有者名  建物名  棟名  認定番号  

<   >F
〔   〕 
(    ) 

〔   〕 
(    ) 

〔   〕 
(    ) 

〔   〕 
(    ) 

<   >F
〔   〕 
(    ) 

〔   〕 
(    ) 

〔   〕 
(    ) 

〔   〕 
(    ) 

<   >F
〔   〕 
(    ) 

〔   〕 
(    ) 

〔   〕 
(    ) 

〔   〕 
(    ) 

<   >F
〔   〕 
(    ) 

〔   〕 
(    ) 

〔   〕 
(    ) 

〔   〕 
(    ) 

<   >F
〔   〕 
(    ) 

〔   〕 
(    ) 

〔   〕 
(    ) 

〔   〕 
(    ) 

<   >F
〔   〕 
(    ) 

〔   〕 
(    ) 

〔   〕 
(    ) 

〔   〕 
(    ) 

<   >F
〔   〕 
(    ) 

〔   〕 
(    ) 

〔   〕 
(    ) 

〔   〕 
(    ) 

<   >F
〔   〕 
(    ) 

〔   〕 
(    ) 

〔   〕 
(    ) 

〔   〕 
(    ) 

<   >F
〔   〕 
(    ) 

〔   〕 
(    ) 

〔   〕 
(    ) 

〔   〕 
(    ) 

<   >F
〔   〕 
(    ) 

〔   〕 
(    ) 

〔   〕 
(    ) 

〔   〕 
(    ) 

<   >F
〔   〕 
(    ) 

〔   〕 
(    ) 

〔   〕 
(    ) 

〔   〕 
(    ) 

<   >F
〔   〕 
(    ) 

〔   〕 
(    ) 

〔   〕 
(    ) 

〔   〕 
(    ) 

<   >F
〔   〕 
(    ) 

〔   〕 
(    ) 

〔   〕 
(    ) 

〔   〕 
(    ) 

<   >F
〔   〕 
(    ) 

〔   〕 
(    ) 

〔   〕 
(    ) 

〔   〕 
(    ) 

<   >F
〔   〕 
(    ) 

〔   〕 
(    ) 

〔   〕 
(    ) 

〔   〕 
(    ) 

記入方法 

(1) 〔 〕に部屋番号（号室）を記入し、左下を起点とする。 

(2) < >に階数を記入する。 

(3) この図面内に入りきらない場合は２枚目に記入してください。 

(4) ( )にメーター番号を記入し、左下を起点とする。（お客さまサービス課が記入） 

施工業者名  



第５号様式（第５条・第１２条関係） 

設備完了報告書 

所在地 

建物名 

棟名 認定番号 第   号 

工事名 （新規・更新）

設備計画書の内容変更 
無 

有（変更内容） 

工事期間 年  月  日 から     年  月  日 

完成検査希望日 年  月  日  ＡＭ・ＰＭ   ： 

設備施工業者名 

電気工事業者名 

（集中検針盤方式のみ） 

添付書類 (1) メーター指針一覧表（第６号様式） 

(2) 調整完了届（第７号様式）※集中検針盤方式のみ提出 

(3) 設備完了チェック表（第８号様式） 

(4) 建物内立入等承諾書（第１５号様式） 

(5) 暗証番号届出書（第１７号様式）※オートロックマンションのみ提出 

(6) 水道・下水道使用開始申込書（特定）※検定期限満期によるメーター更新

の場合は不要 

(7) パイプシャフト内等の施工後の写真 

年   月   日 

（あて先） 浜松市水道事業及び下水道事業管理者 

所有者  住 所 

氏 名 

 （署名又は記名押印をしてください） 

連絡先 

上
下
水
道
部

グループ長 グループ 



第６号様式（第５条関係）その１ 

メーター指針一覧表（新メーター） 

建物名                  棟名 

部屋番号 メーター番号 口径 取付日 
メーター取付

指針 

完成検査時切

替指針 
検定満期年月

メーターメーカー  施工業者名  

※「完成検査時切替指針」は記入しないでください。 



第６号様式（第５条関係）その２ 

メーター指針一覧表（旧メーター） 

建物名                  棟名 

部屋番号 メーター番号 口径 取替日 
メーター取替

指針 

取替時検針盤

指針 
検定満期年月

メーターメーカー  施工業者名  

※検定期限満期によりメーターを更新する場合のみ提出してください。 



第７号様式（第５条関係） 

調整完了届 

年   月   日 

（あて先） 浜松市水道事業及び下水道事業管理者 

施工業者名  住 所 

氏 名 

 （署名又は記名押印をしてください） 

連絡先 

下記のとおり調整を完了したので届け出ます。 

記 

１ 建物名 

２ 調整内容 

集中検針盤外観検査  

集中検針盤動作確認  

集中検針盤と各メーターとの指針値照合  

検針順序確認  

親メーター調整確認（結線の場合のみ）  

メーター配線確認（結線及び誤配線）  

端末転送器配線確認  

その他検針に必要な事項がある場合には、具体的に記入してください。 

※上記の調整内容について右枠に○又は×を記入してください。 

３ 調整年月日     年   月   日 

４ 調整作業者 住 所 

氏 名 

 （署名又は記名押印をしてください） 

連絡先 



第８号様式（第５条関係） 

設備完了チェック表 

この表に基づいて完成検査を行いますので、項目の右枠に○又は×を記入してください。

×の場合は備考欄に理由を記入してください。（該当がない場合は斜線を引いてください。） 

 項目 
普通メー
ター方式 

集中検針
盤方式 

１ 設備について申請図面から設置場所等の変更がないか   

２ メーター配置図どおりにメーターが設置されているか   

３ 
子メーターの上流部に取り外し可能な開閉防止用止水栓
が設置されているか 

４ 
子メーターの止水栓は工事完了後通水状態になっている
か 

５ 
メーター設置後、通水テストを行い、全てのメーターが正
常に稼動しているか 

６ 
子メーターはパイプシャフト内の維持管理が容易な見や
すい場所に設置されているか 

７ パイプシャフト扉は無施錠でスムーズに開閉できるか   

８ 
パイプシャフト内の床面は水平または前面に向けて緩や
かな下がり勾配であるか 

９ 全てのメーター設置場所まで無施錠で行き来可能か   

１０
オートロックマンション等の場合、検針・開閉栓等の業務
に支障のないよう措置が講じられているか（管理人対応不
可） 

１１
メーターユニット（圧着型）によりメーターが固定されて
いるか 

１２ 集中検針盤は屋外露出ではなく、設置高さが適当か   

１３ 集中検針盤設置場所まで無施錠で行き来可能か   

１４
集中検針盤及び最寄りの端末転送器から親メーターまで
の配管・配線がされているか 

備考

年   月   日 

（あて先） 浜松市水道事業及び下水道事業管理者 

施工業者名  住 所 

氏 名 

 （署名又は記名押印をしてください） 

連絡先 



第９号様式（第５条関係） 

契約依頼書 

下記の特定共同住宅について、水道メーターの個別検針並びに水道料金、下水道使用料

及び下水道利用料金の個別徴収を委託したく、関係書類を添えて契約依頼します。 

記 

入居予定年月日 年   月   日 

建
物

所在地  

名称  

棟名  認定番号 第   号 戸数 戸

方式 方式 メーター個数 個

管
理
責
任
者

住所 

氏名 

連絡先 

施
工
業
者
名

住所 

設備施工業者名 （担当者名    ）

ＴＥＬ 

添付書類 (1) 契約書（第１０号様式） ２部 

(2) 管理責任者選任・変更届（第１１号様式） １部 

(3) 認定書の写し １部 

年   月   日 

（あて先） 浜松市水道事業及び下水道事業管理者 

所有者  住 所 

氏 名 

 （署名又は記名押印をしてください） 

連絡先 



第１０号様式（第５条関係） 

契約書 

浜松市水道事業及び下水道事業管理者（以下「甲」という。）と          （以

下「乙」という。）は、「浜松市特定共同住宅制度実施要綱」（以下「要綱」という。）に基

づき、水道メーターの個別検針並びに水道料金、下水道使用料及び下水道利用料金の個別

徴収について、下記のとおり契約を締結する。 

記 

第１条 甲は、次に掲げる特定共同住宅について、乙の依頼に基づき、水道メーターの個

別検針及び水道料金の個別徴収を実施する。 

認 定 番 号 第   号 

所 在 地 

建 物 名 

設 備 方 式 

第２条 この契約の履行に必要な事項は、すべて要綱によるものとし、要綱が改正された

場合も又同様とする。 

第３条 この契約に関する事項のうち要綱に定めのない事項については、必要の都度甲・

乙協議の上定めるものとする。 

第４条 この契約の有効期間は、契約の日から１年とする。ただし、契約期間満了の２箇

月前までに甲・乙いずれからも異議の申し立てがないときは、この期間は更に１年延長

するものとし、その後において期間が満了したときも同様とする。 

この契約を証するため契約書２通を作成し、甲・乙各１通を保有する。 

  年  月  日 

甲  浜松市中央区住吉五丁目１３番１号 

浜松市水道事業及び下水道事業管理者 

乙 

契約書に貼付し契印する書類 

※浜松市特定共同住宅制度実施要綱 

印 

印 



第１１号様式（第５条・第１２条関係） 

管理責任者選任・変更届 

認定書（   第  号）で認定された下記の特定共同住宅について、管理責任者を選

任・変更したので届け出ます。 

記 

所 在 地 

建 物 名 

棟   名 

設 備 方 式 

（新）管理責任者  住 所 

氏 名 

 （署名又は記名押印をしてください） 

連絡先 

（旧）管理責任者  住 所 

氏 名 

年   月   日 

（あて先） 浜松市水道事業及び下水道事業管理者 

所有者  住 所 

氏 名 

 （署名又は記名押印をしてください） 

連絡先 



第１２号様式（第５条関係） 

年   月   日 

（あて先）浜松市水道事業及び下水道事業管理者 

所有者  住 所 

      氏 名 

                      （署名又は記名押印をしてください） 

連絡先 

寄附申込書 

浜松市特定共同住宅制度実施要綱第５条の規定により、次のとおり寄附したいので申し

込みます。 

特定共同住宅の名称 （認定番号 第    号）

特定共同住宅の所在地 

寄附物件 

水
道
メ
ー
タ
ー

口径（㎜） 個数（個） 

ｍｍ 個

ｍｍ 個

ｍｍ 個

ｍｍ 個

申込理由 維持管理のため 

備考  



第１３号様式（第５条関係） 

第   号 

年   月   日 

様 

浜松市水道事業及び下水道事業管理者 

寄附受入書 

年  月  日付けで申し込みのありました財産の寄附については、次によ

り受け入れます。 

特定共同住宅の名称 （認定番号 第    号）

特定共同住宅の所在地 

寄附物件 

水
道
メ
ー
タ
ー

口径（㎜） 個数（個） 

ｍｍ 個

ｍｍ 個

ｍｍ 個

ｍｍ 個

寄附受入年月日  

備考  

印 



第１４号様式（第１２条関係） 

受水槽等清掃届 

特定共同住宅の受水槽・高置槽の清掃を下記により行いますので、届け出ます。なお、

清掃に使用する水量は受水槽・高置槽の容量と同量ですので、該当する水道料金を請求願

います。 

記 

建物名 棟名等 受水槽

容量 

高置槽

容量 
合計 清掃実施日 備考 

親メーター番号 

年 月 日 
口径   mm 

年 月 日 
口径   mm 

年 月 日 
口径   mm 

年 月 日 
口径   mm 

年   月   日 

（あて先） 浜松市水道事業及び下水道事業管理者 

所有者（管理責任者） 住 所 

氏 名 

 （署名又は記名押印をしてください） 

連絡先 

施工業者名  



第１５号様式（第５条関係） 

建物内立入等承諾書 

下記の特定共同住宅の検針業務、メーター取替え業務、検査業務等において、建物内へ

上下水道部職員並びに上下水道部委託業者等が出入りすることを、承諾いたします。 

また、建築物の譲渡又は賃借を行うときは、譲渡人又は借受人に通知し、その承諾を得

ます。 

記 

年   月   日 

（あて先） 浜松市水道事業及び下水道事業管理者 

所有者  住 所 

氏 名 

 （署名又は記名押印をしてください） 

連絡先 

所在地  

建物名  

認定番号  



第１６号様式（第４条関係） 

暗証番号届出確約書 

下記の特定共同住宅の認定を申請するにあたり、完了報告時にオートロックの暗証番号

を届け出することを確約します。 

記 

年   月   日 

（あて先） 浜松市水道事業及び下水道事業管理者 

所有者  住 所 

氏 名 

 （署名又は記名押印をしてください） 

連絡先 

所在地  

建物名  



第１７号様式（第５条・第１２条関係） 

暗証番号届出書 

下記の特定共同住宅の建物内に出入りするため、オートロックの暗証番号を届け出いた

します。 

記 

年   月   日 

（あて先） 浜松市水道事業及び下水道事業管理者 

所有者  住 所 

氏 名 

 （署名又は記名押印をしてください） 

連絡先 

所在地  

建物名  

認定番号  

暗証番号（解除方法）  

その他  



第１８号様式（第５条関係） 

年   月   日 

（あて先）浜松市水道事業及び下水道事業管理者 

提出者  住 所 

      氏 名 

                     （署名又は記名押印をしてください） 

水道下水道使用開始申込書（特定） 

水道の使用については、浜松市水道事業給水条例及び浜松市特定共同住宅制度実施要綱

を契約の内容とすることに合意し、次のとおり申し込みます。 

開始年月日 年   月   日 

お客さま番号  

設置場所  

名称及び部屋番号  

使
用
者

フリガナ  

氏名  

方書  

電話  

送
付
先

住所  

名称及び部屋番号  

フリガナ  

氏名  

電話  

地図  

給水装置の用途  

所
有
者

住所  

名称及び部屋番号  

フリガナ  

氏名  

電話  

メーター口径 mm 

メーター番号  

下水道 有・無 


